
卒業おめでとう！ 
令和元年度第７３回卒業証書授与式 

  

 本日、３月１３日は伊勢市立港中学校の令和元年度 第７３回卒業証書授与式が行われま

す。中学校３年間、義務教育９年間を終えての最後の授業です。３年生のみなさんが主役と

なり、胸を張って、立派に港中学校を巣立っていって下さい。３年生のみなさんの新たな旅

立ちに向けて、大きな返事に私は期待しています。 

 今年度の卒業式は本当にどうなることか、大変心配しました。結果として、本日卒業証書

授与式を挙行できることに安心しました。ただ、在校生、来賓が出席できず、さらには式歌

も歌うことができません。式の時間も大変短縮して、行います。これまでの卒業式とはずい

ぶん様子が違います。でも、先生方はみなさんのため一生懸命準備をしました。会場や寄せ

書きなど…みなさんを心からお祝いし、心に残る卒業式にしたいと思います。 

 式辞では、「思いやりの心」について話します。私が日頃から一番大切にしていることで

す。私事ですが、これは当たり前のことなのですがこれまで意識していなかったので、今年

度‘横断歩道に人がいたら必ず止まる’ことを心がけています。本当に小さなことですが、

自分がいつも「思いやりの心」を意識するためにやっています。みなさんも身近なことから

意識して、ぜひ隣の人のことを考えてみてください。 

 みなさんにとって、最後の港中だよりです。本当は式辞でいくつかの話をしたかったので

すが、時間短縮のため、一つしか話せません。ここにみなさんに話したかったことを書きま

す。ぜひ読んで、頭のどこかに残してください。 

 

●「学ぶこと」 

   何をするにしても、自分の知らないことをたくさん学ぶことは大切です。多くの知識

を得、その多くの選択肢から、どれを選択し、活用していくかは自分で判断してくださ

い。そのためにも学び続けることは、一生必要です。目的を持って意欲的に学んでくだ

さい。 

●「いつも謙虚に感謝の気持ちを忘れない」 

   みなさんにかかわる全ての人は多かれ少なかれみなさんに影響を与えてくれる人で

す。常に謙虚な気持ちで学び、感謝をしましょう。謙虚な気持ちを持ち続けることは大

変難しいと私は感じています。でも、意識していれば必ず自分に返ってきます。主張す

ることは簡単。でも、人の話もしっかり聞いてみてください。 
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●「命を大切に」 

   １つとして不必要な命はありません。みんな選ばれてそれぞれが使命を持って生まれ

てきました。自分の命も他人の命も大切にしてください。 

●「共に生きる」 

   すべての人は一人ひとり違います。自分と顔も性格もその他、まったく同じ人はいま

せん。違って当たり前。自分と同じ価値観をすべての人が持っているとは限らないこと

を知っておいてください。 

●「心も体も健康管理」 

   自分の健康は自分で管理してください。人は心も身体も健康でなければ、夢や目標は

達成できません。これからは自分でしっかり健康管理。 

他にもみなさんに伝えたいことは、たくさんありますが、とにかくみんな元気で毎日を大 

切にしてください。これからも多くの人と出会い、これまでの自分に自信を持って進んでく

ださい。 

卒業生のみなさん、これまで港中学校を引っ張り、後輩にすばらしい手本を見せてくれて 

ありがとう！これからは仲間を大切にし、夢に向かって進んでください。 

 

 ～ ３年生の保護者のみなさまへ ～ 
 本日、お子様が義務教育の課程を修了され、ご卒業されますこと、心よりお慶び申し上げ

ます。また、これまでお子様の在学期間中、本校の教育活動にご理解、ご協力、ご支援いた

だきほんとうにありがとうございました。 

 今年度は感染症の拡大で、急遽臨時休校になり、卒業式も行えるかどうか大変心配でし

た。当初は、保護者のみなさまの出席もなく、卒業生と教職員だけの式になる予定でした。

しかし、保護者のみなさまにも出席していただき、子どもたちが立派に成長した姿を見てい

ただけたことで安心しました。これからはさらに子どもたちは成長し続け、自分の夢の実現

に向かってくれることを願います。これからも港中学校の卒業生として、本校も応援し続け

たいと思います。どうもありがとうございました。 

 

お知らせ  新型コロナウィルス対策 

・外出後は必ず手洗いをする。石鹸などを使用する。 

  指先、手首など普段以上にしっかり時間をかけて手洗い。 

・咳やくしゃみをしている人はマスクを着用する。 

  飛沫感染をできるだけ防ぐ。 

・バランスの良い食事と十分な睡眠をとる。 

・不特定多数の人が触れるようなところ（ドアノブ・エレベータのボタ

ンなど）はできるだけ直接触らないと同時に、不必要に目や鼻や口を

触らない。 

・軽い風邪の症状がある場合は自宅で療養をする。 

・不特定多数の人が集まるような所には、極力行かない。 

以上のようなことを守って、感染予防に努めてください。 


